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(57)【要約】
【課題】車両の自動運転モードでの走行中においては経
路案内を出力させないでおくことのできる「ナビゲーシ
ョン装置」を提供することである。
【解決手段】乗員の運転操作によらずに走行する自動運
転モード及び乗員の運転操作に従って走行する通常運転
モードのいずれかの運転モードにて走行する車両に搭載
されるナビゲーション装置であって、前記車両の運転モ
ードが前記自動運転モード及び前記通常運転モードのい
ずれであるかを判定する運転モード判定手段（Ｓ１１、
Ｓ１４）と、該運転モード判定手段により前記車両の運
転モードが自動運転モードであると判定されたときに、
前記通常運転モードでの前記車両の走行中に行うべき経
路案内を停止させる経路案内停止制御手段（Ｓ１５）と
を有する構成となる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　乗員の運転操作によらずに走行する自動運転モード及び乗員の運転操作に従って走行す
る通常運転モードのいずれかの運転モードにて走行する車両に搭載されるナビゲーション
装置であって、
　前記車両の運転モードが前記自動運転モード及び前記通常運転モードのいずれであるか
を判定する運転モード判定手段と、
　該運転モード判定手段により前記車両の運転モードが自動運転モードであると判定され
たときに、前記通常運転モードでの前記車両の走行中に行うべき経路案内を停止させる経
路案内停止制御手段とを有するナビゲーション装置。
【請求項２】
　前記経路案内停止制御手段は、前記通常運転モードでの前記車両の走行中に行うべき経
路案内に係る音声ガイダンスの音声出力部からの出力を停止させる音声停止制御手段を有
する請求項１記載のナビゲーション装置。
【請求項３】
　前記音声停止制御手段は、前記音声出力部から前記経路案内に係る音声以外の音声が出
力されているか否かを判定する音声出力判定手段を有し、
　該音声出力判定手段により前記音声出力部から前記経路案内に係る音声以外の音声が出
力されていると判定されたときに、前記音声ガイダンスの前記音声出力部からの割り込み
出力を停止させる請求項２記載のナビゲーション装置。
【請求項４】
　前記経路案内停止制御手段は、前記通常運転モードでの前記車両の走行中に行うべき経
路案内に係る表示部での案内表示を停止させる表示停止制御手段を有する請求項１乃至３
のいずれかに記載のナビゲーション装置。
【請求項５】
　前記表示停止制御手段は、前記表示部に前記経路案内に係る案内表示以外の映像コンテ
ンツが表示されているか否かを判定する表示出力判定手段を有し、
　該表示出力判定手段により前記表示部に前記映像コンテンツが表示されていると判定さ
れたときに、前記表示部での前記案内表示の割り込み表示を停止させる請求項４記載のナ
ビゲーション装置。
【請求項６】
　前記運転モードが前記自動運転モードから前記通常運転モードに切り替わったことを検
出する運転モード切替え検出手段と、
　該運転モード切替え検出手段により前記運転モードが前記自動運転モードから前記通常
運転モードに切り替わったことが検出されたときに、前記運転モードの切り替わり検出時
における前記車両の走行状態に基づいた経路案内を行う切替え時経路案内制御手段とを有
する請求項１乃至５のいずれかに記載のナビゲーション装置。
【請求項７】
　前記切り替え時経路案内制御手段は、前記運転モードの切り替わり検出時における前記
車両の走行状態に基づいた経路案内に係る音声ガイダンスを音声出力部から出力させる請
求項６記載のナビゲーション装置。
【請求項８】
　前記切り替え時経路案内制御手段は、前記運転モードの切り替わり検出時における前記
車両の走行状態に基づいた経路案内に係る案内表示を表示部に行わせる請求項６または７
記載のナビゲーション装置。
【請求項９】
　乗員の運転操作によらずに走行する自動運転モード及び乗員の運転操作に従って走行す
る通常運転モードのいずれかの運転モードにて走行する車両に搭載されるナビゲーション
装置における経路案内制御方法であって、
　前記車両の運転モードが前記自動運転モード及び前記通常運転モードのいずれであるか
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を判定する運転モード判定ステップと、
　該運転モード判定ステップにより前記車両の運転モードが自動運転モードであると判定
されたときに、前記通常運転モードでの前記車両の走行中に行うべき経路案内を停止させ
る経路案内停止制御ステップとを有する経路案内制御方法。
【請求項１０】
　乗員の運転操作によらずに走行する自動運転モード及び乗員の運転操作に従って走行す
る通常運転モードのいずれかの運転モードにて走行する車両に搭載されるナビゲーション
装置での処理をコンピュータに行わせるためのプログラムであって、
　前記車両の運転モードが前記自動運転モード及び前記通常運転モードのいずれであるか
を判定する運転モード判定ステップと、
　該運転モード判定ステップにより前記車両の運転モードが自動運転モードであると判定
されたときに、前記通常運転モードでの前記車両の走行中に行うべき経路案内を停止させ
る経路案内停止制御ステップとを前記コンピュータに行わせるプログラム。

　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、乗員の運転操作によらずに走行する自動運転モード及び乗員の運転操作に従
って走行する通常運転モードのいずれかの運転モードにて走行する車両に搭載されるナビ
ゲーション装置、そのナビゲーション装置における経路案内制御方法及び前記ナビゲーシ
ョン装置での処理をコンピュータに行わせるためのプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、例えば、複数のカメラにて得られる映像に基づいて車両の周辺状況を把握しなが
らステアリング、アクセル及びブレーキを制御することにより乗員の運転操作によらず車
両を走行させる自動運転技術が向上してきている。このような状況において、乗員の運転
操作によらず走行する自動運転モードと乗員の運転操作に従って走行する通常運転モード
とのいずれかの運転モードにて走行する車両に搭載されるナビゲーション装置が提案され
ている（特許文献１参照）。このナビゲーション装置では、現在地点から目的地までの２
地点間の経路の候補が複数ある場合に、自動運転走行が可能な道路を含む経路が優先的に
選択されるようになっている。このようなナビゲーション装置によれば、車両を案内すべ
き経路に運転者による運転操作の必要のない自動運転走行が可能な道路が含まれ易くなる
ので、乗員（運転者）の運転操作による負担を軽減することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００４－１２５７２６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上述したナビゲーション装置では、本来経路案内の必要のない自動運転
走行が可能な道路を自動運転モードにて走行する際にも、走行レーン指示、右左折指示、
直進指示等の経路案内に係る音声ガイダンスや案内表示がなされるようになるので、その
ような経路案内に係る音声出力や案内表示出力が運転者にとって煩わしい。特に、自動運
転モードにて走行する車両において音楽コンテンツや映像コンテンツが出力されている際
に、経路案内に係る音声出力や案内表示出力の割り込みがなされてしまうと、音楽コンテ
ンツや映像コンテンツが視聴し難くなってしまって、乗員が不快に感ずる場合がる。
【０００５】



(4) JP 2015-219128 A 2015.12.7

10

20

30

40

50

　本発明は、このような事情に鑑みてなされたもので、車両の自動運転モードでの走行中
においては経路案内を出力させないでおくことのできるナビゲーション装置を提供するも
のである。また、本発明は、そのようなナビゲーション装置における経路案内制御方法及
び前記ナビゲーション装置での処理をコンピュータに行わせるためのプログラムを提供す
るものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係るナビゲーション装置は、乗員の運転操作によらずに走行する自動運転モー
ド及び乗員の運転操作に従って走行する通常運転モードのいずれかの運転モードにて走行
する車両に搭載されるナビゲーション装置であって、前記車両の運転モードが前記自動運
転モード及び前記通常運転モードのいずれであるかを判定する運転モード判定手段と、該
運転モード判定手段により前記車両の運転モードが自動運転モードであると判定されたと
きに、前記通常運転モードでの前記車両の走行中に行うべき経路案内を停止させる経路案
内停止制御手段とを有する構成となる。
【０００７】
　このような構成によれば、車両の運転モードが自動運転モードであると判定されると、
乗員の運転操作に従って走行する通常運転モードでの車両の走行中に行うべき経路案内が
停止させられる。
【０００８】
　本発明に係るナビゲーション装置において、前記経路案内停止制御手段は、前記通常運
転モードでの前記車両の走行中に行うべき経路案内に係る音声ガイダンスの音声出力部か
らの出力を停止させる音声停止制御手段を有する構成とすることができる。
【０００９】
　このような構成によれば、車両の運転モードが自動運転モードであると判定されると、
乗員の運転操作に従って走行する通常運転モードでの車両の走行中に行うべき経路案内に
係る音声ガイダンスの音声出力部からの出力が停止させられる。
【００１０】
　本発明に係るナビゲーション装置において、前記音声停止制御手段は、前記音声出力部
から前記経路案内に係る音声以外の音声が出力されているか否かを判定する音声出力判定
手段を有し、該音声出力判定手段により前記音声出力部から前記経路案内に係る音声以外
の音声が出力されていると判定されたときに、前記音声ガイダンスの前記音声出力部から
の割り込み出力を停止させる構成とすることができる。
【００１１】
　このような構成によれば、音声出力部から経路案内に係る音声以外の音声、例えば、音
声コンテンツに係る音声が出力されている状況において、車両の運転モードが自動運転モ
ードであると判定されると、乗員の運転操作に従って走行する通常運転モードでの車両の
走行中に行うべき経路案内に係る音声ガイダンスの音声出力部からの割り込み出力が停止
させられる。
【００１２】
　本発明に係るナビゲーション装置において、前記経路案内停止制御手段は、前記通常運
転モードでの前記車両の走行中に行うべき経路案内に係る表示部での案内表示を停止させ
る表示停止制御手段を有する構成とすることができる。
【００１３】
　このような構成によれば、車両の運転モードが自動運転モードであると判定されると、
乗員の運転操作に従って走行する通常運転モードでの車両の走行中に行うべき経路案内に
係る表示部での案内表示が停止させられる。
【００１４】
　本発明に係るナビゲーション装置において、前記表示停止制御手段は、前記表示部に前
記経路案内に係る案内表示以外の映像コンテンツが表示されているか否かを判定する表示
出力判定手段を有し、該表示出力判定手段により前記表示部に前記映像コンテンツが表示
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されていると判定されたときに、前記表示部での前記案内表示の割り込み表示を停止させ
る構成とすることができる。
【００１５】
　このような構成により、表示部に経路案内に係る案内表示以外の映像コンテンツが表示
されている状況において、車両の運転モードが自動運転モードであると判定されると、乗
員の運転操作に従って走行する通常運転モードでの車両の走行中に行うべき経路案内に係
る前記表示部での案内表示の割り込み表示が停止させられる。
【００１６】
　本発明に係るナビゲーション装置において、前記運転モードが前記自動運転モードから
前記通常運転モードに切り替わったことを検出する運転モード切替え検出手段と、該運転
モード切替え検出手段により前記運転モードが前記自動運転モードから前記通常運転モー
ドに切り替わったことが検出されたときに、前記運転モードの切り替わり検出時における
前記車両の走行状態に基づいた経路案内を行う切替え時経路案内制御手段とを有する構成
とすることができる。
【００１７】
　このような構成により、車両の運転モードが乗員の運転操作によらず走行する自動運転
モードから乗員の運転操作に従って走行する通常運転モードに切り替わると、その運転モ
ードが切り替わった際における当該車両の走行状態に基づいた経路案内が行われる。これ
により、乗員（運転者）は、運転モードが通常運転モードに切り替わった際の車両の走行
状態に基づいた経路案内に従って車両の運転操作を行うことができる。
【００１８】
　本発明に係るナビゲーション装置において、前記切り替え時経路案内制御手段は、前記
運転モードの切り替わり検出時における前記車両の走行状態に基づいた経路案内に係る音
声ガイダンスを音声出力部から出力させる構成とすることができる。
【００１９】
　このような構成により、車両の運転モードが乗員の運転操作によらず走行する自動運転
モードから乗員の運転操作に従って走行する通常運転モードに切り替わると、その運転モ
ードが切り替わった際における当該車両の走行状態に基づいた経路案内に係る音声ガイダ
ンスが音声出力部から出力される。これにより、乗員（運転者）は、運転モードが通常運
転モードに切り替わった際の車両の走行状態に基づいた経路案内に係る音声ガイダンスを
聴きながら車両の運転操作を行うことができる。
【００２０】
　本発明に係るナビゲーション装置において、前記切り替え時経路案内制御手段は、前記
運転モードの切り替わり検出時における前記車両の走行状態に基づいた経路案内に係る案
内表示を表示部に行わせる構成とすることができる。
【００２１】
　このような構成により、車両の運転モードが乗員の運転操作によらず走行する自動運転
モードから乗員の運転操作に従って走行する通常運転モードに切り替わると、その運転モ
ードが切り替わった際における当該車両の走行状態に基づいた経路案内に係る案内表示が
表示部になされる。これにより、乗員（運転者）は、運転モードが通常運転モードに切り
替わった際の車両の走行状態に基づいた経路案内に係る案内表示を見ながら車両の運転操
作を行うことができる。
【００２２】
　本発明に係る経路案内制御方法は、乗員の運転操作によらずに走行する自動運転モード
及び乗員の運転操作に従って走行する通常運転モードのいずれかの運転モードにて走行す
る車両に搭載されるナビゲーション装置における経路案内制御方法であって、前記車両の
運転モードが前記自動運転モード及び前記通常運転モードのいずれであるかを判定する運
転モード判定ステップと、該運転モード判定ステップにより前記車両の運転モードが自動
運転モードであると判定されたときに、前記通常運転モードでの前記車両の走行中に行う
べき経路案内を停止させる経路案内停止制御ステップとを有する構成となる。
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【００２３】
　また、本発明に係るプログラムは、乗員の運転操作によらずに走行する自動運転モード
及び乗員の運転操作に従って走行する通常運転モードのいずれかの運転モードにて走行す
る車両に搭載されるナビゲーション装置での処理をコンピュータに行わせるためのプログ
ラムであって、前記車両の運転モードが前記自動運転モード及び前記通常運転モードのい
ずれであるかを判定する運転モード判定ステップと、該運転モード判定ステップにより前
記車両の運転モードが自動運転モードであると判定されたときに、前記通常運転モードで
の前記車両の走行中に行うべき経路案内を停止させる経路案内停止制御ステップとを前記
コンピュータに行わせるプログラムとして構成される。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明に係るナビゲーション装置、該ナビゲーション装置における経路案内制御方法、
及び該ナビゲーション装置での処理をコンピュータに行わせるプログラムによれば、車両
の運転モードが自動運転モードであると判定されると、乗員の運転操作に従って走行する
通常運転モードでの車両の走行中に行うべき経路案内が停止させられるので、車両の自動
運転モードでの走行中において経路案内は出力されない。よって、経路案内の必要のない
自動運転走行が可能な道路を車両が自動運転モードにて走行する際に、走行レーン指示、
右左折及び直進指示等の経路案内によって運転者が煩わしく感ずることはない。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明の実施の形態に係るナビゲーション装置を含む車載機器の構成を示すブロ
ック図である。
【図２】ナビゲーション処理に基づいた経路案内の出力有無の制御に係る処理の流れの一
例を示すフローチャートである。
【図３】車両が自動運転モードにて走行している際の表示例を示す図である。
【図４】車両の運転モードが自動運転モードから通常運転モードに切り替わった際の表示
例を示す図である。
【図５Ａ】ナビゲーション処理に基づいた経路案内の出力有無の制御に係る処理の流れの
他の一例（その１）を示すフローチャートである。
【図５Ｂ】ナビゲーション処理に基づいた経路案内の出力有無の制御に係る処理の流れの
他の一例（その２）を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　以下、本発明の実施の形態について図面に基づいて説明する。
【００２７】
　本発明の実施の一形態に係るナビゲーション装置を含む車載装置は、図１に示すように
構成される。
【００２８】
　図１において、車載機器１００は、コンピュータユニット（ＣＰＵを含む）によって構
成され、プログラムに従って各種処理を実行する処理ユニット１１を有している。処理ユ
ニット１１には、各種音源や映像源（例えば、ＣＤやＤＶＤ）の再生処理を行うＡＶユニ
ット１７及び車両の経路案内等のナビゲーション処理を行うナビゲーションユニット１８
が接続されている。また、処理ユニット１１には、スピーカ１６が接続された出力回路が
接続されている。処理ユニット１１の制御のもと、ＡＶユニット１１及びナビゲーション
ユニット１８からの音声信号が出力回路１５を介してスピーカ１６に供給され、その音声
信号に基づいた音声がスピーカ１６から出力される。処理ユニット１１には、更に、ＡＶ
ユニット１７により再生処理されるオーディオ情報やビデオ情報、また、ナビゲーション
ユニット１８での処理に利用される地図情報等の各種情報を記憶する記憶部（例えば、ハ
ードディスクドライブ）が接続されている。
【００２９】
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　また、車載装置１００は、ＬＣＤパネルによって構成され、車室内の例えばインストル
メントパネル等に設けられた表示部１３と、その表示部１３（ＬＣＤパネル）に一体的に
設けられたタッチパネル等によって構成される操作部１２とを有している。処理ユニット
１１は、操作部１２での操作に従った入力情報に基づいて各種の処理を実行し、各種の処
理により得られる画像等の情報を表示部１３に表示させることができる。
【００３０】
　なお、上述した車載機器１００において、ナビゲーションユニット１８及び処理ユニッ
ト１１の機能によって、本発明の実施の一形態に係るナビゲーション装置が構成される。
【００３１】
　上述した車載機器１００を搭載する車両は、例えば、複数のカメラにて得られる映像に
基づいて車両の周辺状況を把握しながらステアリング、アクセル及びブレーキの動作を制
御する自動運転制御装置２００を有している。この自動運転制御装置２００によるステア
リング、アクセル及びブレーキの動作制御により、乗員の運転操作によらない自動運転モ
ードでの走行が実現される。自動運転制御装置２００は、それが有効に動作している状態
、即ち、自動運転モードの状態、及びそれが有効に動作していない状態、即ち、車両が乗
員の運転操作に従って走行する通常運転モードの状態のいずれかの状態を表す状態信号を
車載機器１００の処理ユニット１１に提供する。処理ユニット１１は、自動運転制御装置
２００からの前記状態信号に基づいて、車両の運転モードが、前記自動運転モード及び前
記通常運転モードのいずれであるかを判定することができる。
【００３２】
　処理ユニット１１は、図２に示す手順に従って、ナビゲーションユニット１８によるナ
ビゲーション処理に基づいた経路案内を出力させるか否かを制御する。
【００３３】
　図２において、処理ユニット１１は、自動運転制御装置２００からの前記状態信号に基
づいて、運転モードの切り替え（自動運転モードから通常運転モードへの切り替え、また
は、通常運転モードから自動運転モードへの切り替え）が行われたか否かを判定する（Ｓ
１１）。運転モードの切り替えが行われない場合（Ｓ１１でＮＯ）、処理ユニット１１は
、現在の経路案内の状態を維持させる（Ｓ１２）。例えば、車両の運転モードが切り替わ
ることなく通常運転モードに維持されている場合、ナビゲーションユニット１８による目
的地までのナビゲーション処理に基づいた経路案内を行う状態が維持される。この状態で
は、走行レーン指示、右左折指示、直進指示等の経路案内に係る音声ガイダンスがスピー
カ１６から出力され、また、その各指示に対応する案内表示が表示部１３になされる。
【００３４】
　運転モードの切替えが行われない状況において（Ｓ１１でＮＯ）、処理ユニット１１は
、経路案内の終了操作が行われたという条件、車両が目的地に到着したという条件などの
所定の終了条件が満たされていないことを確認しつつ（Ｓ１３でＮＯ）、現在の経路案内
の状態を維持させる（Ｓ１２）。その過程で、運転モードの切り替えが行われると（Ｓ１
１でＹＥＳ）、処理ユニット１１は、更に、切り替わり後の運転モードが自動運転モード
であるか否かを判定する（Ｓ１４：運転モード判定手段）。切り替わった後の運転モード
が自動運転モードであると（Ｓ１４でＹＥＳ）。処理ユニット１１は、ナビゲーションユ
ニット１８によるナビゲーション処理に基づいた経路案内を停止させる（Ｓ１５：経路案
内停止制御手段）。以後、処理ユニット１１は、運転モードが、自動運転モードから通常
運転モードに、切替えられるまでの間（Ｓ１１でＮＯ）、前記終了条件が満たされていな
いことを確認しつつ（Ｓ１３でＮＯ）、現在の経路案内の状態、即ち、自動運転モードで
の経路案内を停止させた状態を維持させる（Ｓ１２）。
【００３５】
　処理ユニット１１による前記経路案内の停止（Ｓ１５：経路案内停止制御手段）では、
経路案内に係る音声ガイダンスのスピーカ１６からの出力が停止され（音声停止制御手段
）、また、表示部１３における経路案内に係る案内表示（走行レーン指示、右左折指示、
直進指示等についての表示）が停止される（表示停止制御手段）。この状態において、例
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えば、表示部１３には、図３に示すように、ＡＶユニット１７の処理に基づいた映像を表
示させることができ、また、現在の運転モードが「自動運転モード」である旨が表示され
る。これにより、乗員（運転者）は、車両が自動運転モードにて走行していることを知っ
たうえで、運転操作（ステアリング操作、アクセル操作、ブレーキ操作）を行うことなく
、表示部１３に表示される映像コンテンツを観ることができる。
【００３６】
　車両の自動運転走行道路における自動運転モードでの走行が終了して、運転モードが、
乗員の運転操作に従って車両が走行する通常運転モードに切り替えられると（Ｓ１１でＹ
ＥＳ）、処理ユニット１１は、切替え後の運転モードが通常運転モードであることを確認
し（Ｓ１４でＮＯ：運転モード切替え検出手段）、表示部１３に、例えば、図４に示すよ
うに、目的地まで案内すべき経路（太線参照）及び自車位置マークＣＭを道路地図ととも
に表示させ（案内表示）、更に、通常運転モードに切り替わった旨のメッセージ「通常運
転モードに切り替わりました。」及び通常運転モードに切り替わった際（モード切り替え
検出時）の車両の走行状態、例えば、左折または右折する交差点から比較的離れた地点を
走行する状態、に基づいた経路案内に係るメッセージ「このまま、しばらく道なりに走行
してください。」を表示させる（Ｓ１６：切替え時経路案内制御手段）。このとき、処理
ユニット１１は、スピーカ１６から前記通常運転モードに切り替わった旨のメッセージ及
び前記経路案内に係るメッセージについての音声ガイダンスを出力させる。また、通常運
転モードに切り替わった際（モード切り替え検出時）に、例えば、車両が左折または右折
する交差点から所定距離の範囲内を走行する状態にあれば、その走行状態に基づいて、「
あと、・・・メートルで交差点を左折します。左側の車線を走行してください」等の音声
ガイダンスや対応する案内表示がなされる。
【００３７】
　そして、上述したような通常運転モードへの切り替え時の車両の走行状態に基づいた経
路案内（図４参照）が行われた後、処理ユニット１１は、ナビゲーションユニット１８に
よるナビゲーション処理に基づいた通常の経路案内が行われる状態にする（Ｓ１７）。以
後、処理ユニット１１は、運転モードの切替えが行われない状況において（Ｓ１１でＮＯ
）、所定の終了条件が満たされていないことを確認しつつ（Ｓ１３でＮＯ）、現在の経路
案内の状態、即ち、ナビゲーションユニット１８によるナビゲーション処理に基づいた経
路案内を行う状態を維持させる（Ｓ１２）。これにより、乗員(運転者)は、経路案内に従
って車両の運転操作を行うことができる。
【００３８】
　なお、運転モードの切替えが行われずに（Ｓ１１でＮＯ）、現在の経路案内の状態が維
持されている状況において（Ｓ１２）、経路案内の終了操作がなされるなど、所定の終了
条件が満たされると（Ｓ１３でＹＥＳ）、処理ユニット１１は、経路案内をさせるか否か
の制御に係る処理を終了させる。
【００３９】
　上述したようなナビゲーション装置（車載機器１００）によれば、車両の運転モードが
自動運転モードであると判定されると、乗員の運転操作に従って走行する通常運転モード
での車両の走行中に行うべき経路案内（音声ガイダンス、案内表示）が停止させられる。
このため、車両が経路案内の必要のない自動運転モードにて走行する際に、走行レーン指
示、右左折及び直進指示等の経路案内が行われることがなく、運転操作の必要のない乗員
（運転者）が煩わしく感ずることはない。
【００４０】
　また、自動運転モードから通常運転モードに切り替わって乗員（運転者）が運転操作を
始める際に、その運転モードが切替えられた際（モード切り替え検出時）の車両の走行状
態に基づいた経路案内（音声ガイダンス、案内表示：図４参照）がなされる。このため、
乗員（運転者）は、その経路案内に従うことにより、通常運転モードに切り替えられた直
後において不安なく運転操作を始めることができる。
【００４１】
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　なお、上述したナビゲーション装置（車載機器１００）において、車両の運転モードが
自動運転モードの際に、経路案内に係る音声ガイダンス及び経路案内に係る案内表示のい
ずれか一方だけを停止させるようにしてもよい。
【００４２】
　次に、処理ユニット１１は、図２に示す手順に代えて図５Ａ及び図５Ｂに示す手順に従
ってナビゲーション処理に基づいた経路案内をさせるか否かを制御することができる。こ
の例では、特にＡＶユニット１７によるビデオコンテンツ（音声・映像コンテンツ）が出
力されている状態で車両が自動運転モードにて走行する場合に、経路案内（音声ガイダン
ス、案内表示）が停止させられる。
【００４３】
　図５Ａにおいて、処理ユニット１１は、運転モードが切替えられたと判定すると（Ｓ２
１でＹＥＳ）、図５Ｂに示す手順に移って、切り替え後の運転モードが自動運転モードで
あるか否かを判定する（Ｓ３１：運転モード判定手段）。切り替え後の運転モードが自動
運転モードである場合（Ｓ３１でＹＥＳ）、処理ユニット１１は、自動運転フラグＦをセ
ットする（Ｓ３２）。そして、図５Ａの手順に戻って、処理ユニット１１は、運転モード
の切り替えが行われない状況において（Ｓ２１でＮＯ）、自動運転フラグＦがセットされ
ているか否かを判定し（Ｓ２２）、自動運転フラグＦがセットされていると（Ｓ２２でＹ
ＥＳ）、処理ユニット１１は、経路案内が既に停止された状態であるか否かを判定する（
Ｓ２３）。経路案内がまだ停止された状態ではない場合（Ｓ２３でＮＯ）、処理ユニット
１１は、経路案内に係る音声及び案内表示以外のＡＶユニット１７の処理に基づいたビデ
オコンテンツ（オーディオコンテンツ及び映像コンテンツ）の出力が行われているか否か
を判定する（Ｓ２４：音声出力判定手段、表示出力判定手段）。
【００４４】
　車両が自動運転モードでの走行中においてビデオコンテンツの出力が行われていない場
合（Ｓ２４でＮＯ）、処理ユニット１１は、現在の経路案内の状態、即ち、ナビゲーショ
ンユニット１８によるナビゲーション処理に基づいた経路案内に係る音声ガイダンス及び
案内表示を行う状態を維持する（Ｓ２６）。以後、処理ユニット１１は、所定の終了条件
が満たされていないこと（Ｓ２７でＮＯ）、運転モードの切り替えがなされないこと（Ｓ
２１でＮＯ）、自動運転フラグＦがセットされていること（Ｓ２２でＹＥＳ）、経路案内
がまだ停止された状態でないこと（Ｓ２３でＮＯ）、及びＡＶユニット１７の処理に基づ
いたビデオコンテンツの出力が行われていないこと（Ｓ２４でＮＯ）を確認しつつ、ナビ
ゲーション処理に基づいた経路案内に係る音声ガイダンス及び案内表示を行うという現在
の状態を維持する。これにより、ナビゲーション処理に基づいた経路案内に係る音声ガイ
ダンス及び案内表示がなされつつ、車両は自動運転モードにて走行する。
【００４５】
　上記処理の過程で、乗員（運転者）による操作部１２での操作によって、ＡＶユニット
１７の処理に基づいたビデオコンテンツの映像が表示部１３に表示されるとともに音声が
スピーカ１６から出力される状態になると（Ｓ２４でＹＥＳ）、処理ユニット１１は、前
記ナビゲーション処理に基づいた経路案内（案内表示、音声ガイダンス）を停止させる（
Ｓ２５）。以後、処理ユニット１１は、所定の終了条件が満たされていないこと（Ｓ２７
でＮＯ）、運転モードの切り替えがなされないこと（Ｓ２１でＮＯ）、自動運転フラグＦ
がセットされていること（Ｓ２２でＹＥＳ）、経路案内が既に停止された状態であること
（Ｓ２３でＹＥＳ）、及びＡＶユニット１７の処理に基づいたビデオコンテンツの出力が
行われていること（Ｓ２８でＹＥＳ）を確認しつつ、経路案内を停止させた現在の状態を
維持させる（Ｓ２６）。これにより、自動運転モードで走行する車両では、表示部１３に
表示される映像コンテンツに対して経路案内に係る案内画像が割り込み表示されることな
く、また、スピーカ１６から出力されるビデオコンテンツに係る音声に対して経路案内に
係る音声ガイダンスが割り込み出力されることがない。よって、自動運転モードで走行す
る車両の運転操作を行う必要のない乗員（運転者）は、経路案内に煩わされることなく、
ビデオコンテンツを視聴することができる。
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【００４６】
　上記の処理（Ｓ２６、Ｓ２７でＮＯ、Ｓ２１でＮＯ、Ｓ２２でＹＥＳ、Ｓ２３でＹＥＳ
、Ｓ２８でＹＥＳ）の過程で、乗員（運転者）による操作部１２での操作によって、ビデ
オコンテンツの出力が停止されると（Ｓ２８でＮＯ）、処理ユニット１１は、ナビゲーシ
ョンユニット１８によるナビゲーション処理に基づいた経路案内（音声ガイダンス、案内
表示）を行う状態にする（Ｓ２９）。以後、処理ユニット１１は、前述したのと同様に、
所定の終了条件が満たされていないこと（Ｓ２７でＮＯ）、運転モードの切り替えがなさ
れないこと（Ｓ２１でＮＯ）、自動運転フラグＦがセットされていること（Ｓ２２でＹＥ
Ｓ）、経路案内がまだ停止された状態でないこと（Ｓ２３でＮＯ）、及びＡＶユニット１
７の処理に基づいたビデオコンテンツの出力が行われていないこと（Ｓ２４でＮＯ）を確
認しつつ、その経路案内に係る音声ガイダンス及び案内表示を行うという現在の状態を維
持する（Ｓ２６）。これにより、ＡＶユニット１７での処理によるビデオコンテンツの出
力が停止されると、再び、ナビゲーション処理に基づいた経路案内に係る音声ガイダンス
及び案内表示がなされるようになる。
【００４７】
　更に、運転モードが、自動運転モードから通常運転モードに切り替えられると（Ｓ２１
でＹＥＳ、図５ＢにおけるＳ３１でＮＯ）、処理ユニット１１は、図５Ｂに示す手順にお
いて、前記自動運転フラグＦをリセットし（Ｓ３３）、その後、前述した例（図２参照）
と同様に、表示部１３に、例えば、図４に示すように、目的地まで案内すべき経路（太線
参照）及び自車位置マークＣＭを道路地図とともに表示させ（案内表示）、更に、通常運
転モードに切り替わった旨のメッセージ及び通常運転モードに切り替わった際（モード切
り替え検出時）の車両の走行状態に基づいた経路案内に係るメッセージを表示させ、スピ
ーカ１６から前記通常運転モードに切り替わった旨のメッセージ及び前記経路案内に係る
メッセージについての音声ガイダンスを出力させる（Ｓ３４：切替え時経路案内制御手段
）。そして、処理ユニット１１は、ナビゲーションユニット１８によるナビゲーション処
理に基づいた通常の経路案内が行われる状態にする（Ｓ３５）。以後、処理ユニット１１
は、図５Ａに示す手順に戻って、運転モードの切り替えがなされないこと（Ｓ２１でＮＯ
）、自動運転フラグＦがセットされていないこと（Ｓ２２でＮＯ）、所定の終了条件が満
たされていないこと（Ｓ２７でＮＯ）を確認しつつ、現在の経路案内の状態、即ち、ナビ
ゲーションユニット１８によるナビゲーション処理に基づいた経路案内を行う状態を維持
させる（Ｓ２６）。これにより、乗員（運転者）は、経路案内（音声ガイダンス、案内表
示）に従って車両の運転操作を行うことができる。
【００４８】
　上述した処理の過程で、所定の終了操作が行われると（Ｓ２７でＹＥＳ）、処理ユニッ
ト１１は、経路案内をさせるか否かの制御に係る処理を終了させる。
【００４９】
　なお、前述した例（図５Ａ、図５Ｂ参照）において、ビデオコンテンツが出力されてい
る状態の車両が自動運転モードで走行する場合、経路案内に係る音声ガイダンス及び経路
案内に係る案内表示のいずれか一方だけを停止させる（Ｓ２５）ようにしてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００５０】
　本発明に係るナビゲーション装置は、車両の自動運転モードでの走行中においては経路
案内を出力させないという効果を有し、乗員の運転操作によらずに走行する自動運転モー
ド及び乗員の運転操作に従って走行する通常運転モードのいずれかの運転モードにて走行
する車両に搭載されるナビゲーション装置として有用である。
【符号の説明】
【００５１】
　１１　処理ユニット
　１２　操作部
　１３　表示部
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　１４　記憶部
　１５　出力回路
　１６　スピーカ
　１７　ＡＶユニット
　１８　ナビゲーションユニット
　１００　車載機器
　２００　自動運転制御装置

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５Ａ】 【図５Ｂ】
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